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平成 30 年 3 月期第 2 四半期累計期間の連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 
 
 

平成 29 年 5 月 9 日に公表いたしました平成 30 年 3 月期（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日）

の第 2 四半期累計期間の連結業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1． 平成 30 年 3 月期第 2 四半期累計期間 連結業績予想と実績との差異 

（平成 29 年 4 月 1 日～平成 29 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する四半

期純利益 

（△損失） 

１株当たり 

四半期純利益 

（△損失） 

前 回 発 表 予 想 (A)  93,000 600 1,000 700 10円 99銭 

今 回 実 績 ( B )  92,124 796    1,312 840 13円 48銭 

増 減 額 ( B )－ ( A ) △876  196   312  140 2円 49銭 

増 減 率 ( % ) △0.9 32.7 31.2 20.0 22.7 

(ご参考) 

前期第２四半期実績 

（平成 29年３月期第２四

半期） 

89,579 845 1,311 873 13円 64銭 

 

 
 
 



2． 差異の理由 

今回の営業利益の増加は、販売管理費の減少を主因としており、売上高および売上原価は、ほぼ想定

通りの結果となっております。 

販売管理費の中では、子会社のミツウロコリースにおいて、リスク債権の減少等により貸倒引当金戻

入益 193 百万円を計上したことを主因としております。 

なお、平成30年3月期通期業績予想につきましては、現時点では前回発表予想を据え置いております。

今後、業績予想の修正が必要となった場合には、速やかに開示する予定であります。 

 

以上 


